
①意図（同期アルゴリズム）の形而上学的論考  

        （基礎研究達）  

研１：非同期型プログラム（従来プログラム）の分析  

研２：形而上学的存在論の研究  

研３：非同期型プログラムの開発方法論（ＶＯＣＪＵ）の発明  

研４：プログラム言語を超越するプログラム叙述法（ＬＹＥＥ）の研究  

研５：１００余のシステム開発の指導  
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②同期アルゴリズムを感得する為の空間模型（調和空間）の論考  

③同期アルゴリズムの解の模型（主語系譜）の論考  

☆シナリオ関数の効果：ウイル

ス問題、デッドロック問題を自

律的に解法することが出来る。  

☆プログラム生産性の革命  ☆従来プログラムの欠陥証明  
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⑤要件（名詞、定値）の最小クラス化  

（ベクトルの効果）  

☆非同期型プログラム（従来プログラム）の分析

（何故プログラム問題が解法できないのか）  

☆われわれの思考法の本能的な欠陥の存在  

☆主語の臨界数存在の発見  

不完全な従来プログラムの

ソース  

 

論理要件（名詞、定値の集合）  

機能要件（画面、ＤＢ、帳票の定義）  

⑥ＬＹＥＥ空間に成立する全名詞達間の相対性  

☆要件がＬＹＥＥ空間に置き換えられる  ☆バグレス成立の原理  

⑦全ベクトルソースの自動生成  
⑧３種の座標関数ソースの自動生成  

⑨同期関数ソースの自動生成  




